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第３回
臨時会

教
育
委
員
・
監
査
委
員
を
選
任

委
員
会
等
の
新
構
成

第3回臨時会（4月22日）では、議会の常任・特別委員会委員の選任を行いました。また、教育委員の任命や監査委員の選任など
7議案が提案され、いずれも原案どおり可決しました。
第4回定例会（6月9日～6月24日）では、一般会計補正予算（14億6645万8千円増）や、副町長・人権擁護委員の人事案件な

ど6議案が提案され、いずれも原案どおり可決しました。また、陳情3件の審査を行い、2件を不採択、1件を趣旨採択としました。

　 回
定例会

　 回
臨時会

億円増額
6月補正（肉付け予算）中塚町政スタート

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
が
新
た
に
選
任
さ
れ
、

議
会
も
同
意
し
ま
し
た
。

佐
近 　

茂（
大
島
）

中
元 
鉄
男
（
名
田
庄
挙
野
）

【
全
会
一
致
・
同
意
】

■
監
査
委
員
の
選
任

委
員
の
退
職
に
伴
い
、
次

の
方
が
新
た
に
選
任
さ
れ
、

議
会
も
同
意
し
ま
し
た
。

猿
橋 

繁
好（
本
郷
）

【
全
会
一
致
・
同
意
】

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

●
漁
業
集
落
環
境
整
備
工
事

道
路
・
防
災
空
地
等
を
整

備
す
る
も
の
で
、
㈱
こ
ん
ど

う
と
１
億
１
９
８
８
万
円
で

契
約
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

● 

大
飯
中
学
校
体
育
館
耐
震

補
強
工
事

体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事

を
行
う
も
の
で
、
㈱
荒
木
と

１
億
６
２
５
４
万
円
で
契
約

す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

■
専
決
処
分
の
承
認

● 
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。【

賛
成
多
数
・
可
決
】

● 

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

・
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長 

古
石 　

實

副
委
員
長 

浜
上 

雄
一

委　
　

員 

猿
橋 　

巧

 

新
谷 

欣
也

 

森
内 

正
美

 

尾
谷 

和
枝

 

浜
田 

綱
好

 

辻　

 　

徹

・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長 

小
川 

宗
一

副
委
員
長 

猿
橋 

啓
一

委　
　

員 

中
本 　

茂

 

松
井 

榮
治

 

今
川 

直
樹

 

森
口 

精
治

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長 

新
谷 

欣
也

副
委
員
長 

尾
谷 

和
枝

委　
　

員 

猿
橋 　

巧

 

中
本 　

茂

 
小
川 

宗
一

 
古
石 　

實
 

森
内 
正
美

 

今
川 
直
樹

 

浜
上 

雄
一

 

猿
橋 

啓
一

 

森
口 

精
治

 

浜
田 

綱
好

 

辻　

 　

徹

・
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長 

猿
橋 　

巧

副
委
員
長 

新
谷 

欣
也

委　
　

員 

小
川 

宗
一

 

古
石 　

實

 

今
川 

直
樹

 

尾
谷 

和
枝

・
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長 

中
本 　

茂

副
委
員
長 

今
川 

直
樹

委　
　

員 

猿
橋 　

巧

 

新
谷 

欣
也

 

小
川 

宗
一

 

古
石 　

實

 

森
内 

正
美

 

浜
上 

雄
一

 

猿
橋 

啓
一

 

森
口 

精
治

 

尾
谷 

和
枝

 

浜
田 

綱
好

 

辻　

 　

徹

・
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

森
口 

精
治

副
委
員
長 

今
川 

直
樹

委　
　

員 

猿
橋 　

巧

 

浜
上 

雄
一

 

猿
橋 

啓
一

 

尾
谷 

和
枝

・
嶺
南
広
域
行
政
組
合
議
会

議　
　

員 

松
井 

榮
治

議　
　

員 

森
内 

正
美

・
若
狭
消
防
組
合
議
会

議　
　

員 

今
川 

直
樹

議　
　

員 

浜
上 

雄
一

・
公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

議　
　

員 

森
内 

正
美

議　
　

員 

尾
谷 

和
枝

・
福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会

議　
　

員 

松
井 

榮
治

・
お
お
い
町
監
査
委
員

監
査
委
員 

古
石 　

實

・
お
お
い
町
農
業
委
員
会

委　
　

員 

猿
橋 　

巧

委　
　

員 

小
川 

宗
一

大飯中学校体育館
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第４回
定例会

６
月
補
正　

産
業
団
地
造
成
計
画
に
着
手

■ 

平
成
26
年
度
6
月
補
正
予

算
● 

15
億
４
７
２
３
万
８
千
円

増
額

総
額
１
２
５
億
９
１
９
４

万
1
千
円【

賛
成
多
数
・
可
決
】

□
一
般
会
計
補
正
予
算

[

主
な
歳
出]

○
防
災
対
策
事
業

災
害
対
策
基
本
法
改
正
に

伴
う
地
域
防
災
計
画
策
定
業

務
の
委
託
や
、
防
災
用
備
品

購
入
等
を
行
う
も
の
。

１
６
９
０
万
円

○ 

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
等
施
設
整
備
補
助
事

業消
防
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
「
ひ
だ
ま
り
」
や
「
や

す
ら
ぎ
」
等
、
町
内
4
ヵ
所

の
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
に
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
を

設
置
す
る
た
め
補
助
す
る
も

の
。

１
０
４
４
万
７
千
円

○ 

こ
ど
も
家
族
館
管
理
運
営

事
業

企
画
展
実
施
委
託
等
を
行

う
も
の
。

２
７
１
万
円

○
排
水
路
管
理
事
業

本
郷
地
区
の
浸
水
被
害
対

策
に
係
る
詳
細
設
計
業
務
の

委
託
や
、
町
内
の
排
水
路
整

備
工
事
等
を
行
う
も
の
。

２
４
０
６
万
１
千
円

○ 

水
田
農
業
大
規
模
化
・
園

芸
導
入
事
業

県
と
町
が
集
落
営
農
組
織

や
認
定
農
業
者
等
に
対
し
、

農
業
機
器
等
購
入
に
係
る
経

費
を
補
助
す
る
も
の
。

３
０
５
４
万
８
千
円

○
農
業
活
性
化
支
援
事
業

町
が
集
落
営
農
組
織
や
認

定
農
業
者
等
に
対
し
、
農
業

機
器
等
購
入
に
係
る
経
費
を

補
助
す
る
も
の
。

４
０
２
６
万
９
千
円

○ 

き
の
こ
の
森
管
理
運
営
事

業き
の
こ
の
森
利
活
用
の
た

め
の
基
本
設
計
計
画
策
定
業

務
の
委
託
や
、
ロ
ー
ラ
ー
滑

り
台
、
木
製
遊
具
の
修
繕
等

を
行
う
も
の
。３

４
４
０
万
円

○ 

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保

全
事
業

あ
か
ぐ
り
海
釣
り
公
園
釣

桟
橋
橋
脚
の
長
寿
命
化
対
策

工
事
等
を
行
う
も
の
。

４
４
２
６
万
６
千
円

○
企
業
振
興
対
策
事
業

産
業
団
地
造
成
に
向
け
た

事
業
計
画
等
作
成
業
務
の
委

託
を
行
う
も
の
。

１
４
０
０
万
円

○
道
路
維
持
補
修
事
業

町
内
道
路
の
維
持
補
修
工

事
等
を
行
う
も
の
。

８
４
１
０
万
円

○ 

町
営
住
宅
管
理
事
業
（
長

井
）

町
営
長
井
住
宅
改
修
の
た

め
、
基
本
計
画
策
定
業
務
の

委
託
等
を
行
う
も
の
。

１
７
６
７
万
円

○ 

小
学
校
管
理
事
業
及
び
中

学
校
管
理
事
業

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
し
て
各

小
・
中
学
校
で
使
用
す
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の
購
入

等
を
行
う
も
の
。

２
億
７
４
１
９
万
５
千
円

■ 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
が
新
た
に
推
薦
さ
れ
、

議
会
も
認
め
ま
し
た
。

下
中 

義
人
（
名
田
庄
挙
野
）

【
全
会
一
致
・
答
申
】

■
陳
情

● 

日
本
政
府
に
核
兵
器
全
面

禁
止
の
た
め
の
決
断
と

行
動
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情

【
賛
成
少
数
・
不
採
択
】

● 

非
核
平
和
都
市
宣
言
採
択

に
つ
い
て
の
陳
情

【
賛
成
少
数
・
不
採
択
】

● 

農
政
改
革
を
見
直
す
と
共

（単位：円）

企　　業　　名 売 上 高 営業利益 経常利益 補助金・委託料 従業員数（人）
㈱おおい 702,476,262 7,309,243 8,564,348 296,881,439 120

㈱名田庄商会 247,217,599 5,441,984 6,553,951 80,146,545  29

わかさ大飯マリンワールド㈱ 36,533,364 -12,508,335 -13,499,467 65,660,802   3

㈱名田庄ウッディーセンター 27,091,189 1,809,491 1,944,668 12,529,524   4

に
食
料
自
給
率
の
向
上

を
最
優
先
し
た
農
政
を

求
め
る
陳
情

【
全
会
一
致
・
趣
旨
採
択
】

■
副
町
長
の
選
任

副
町
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
次
の
方
が
新
た
に
推
薦

さ
れ
、
議
会
も
同
意
し
ま
し

た
。清

水 

邦
夫（
福
井
市
）

【
賛
成
多
数
・
同
意
】

◆
出
資
会
社
の 

　
　
　
　

経
営
報
告

町
が
出
資
し
て
い
る
株
式

会
社
の
25
年
度
経
営
状
況
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。（
下
表

参
照
）
各
社
と
も
職
場
の
提

供
や
特
産
品
開
発
な
ど
公
的

側
面
を
持
っ
て
お
り
、
全
て

を
一
般
企
業
と
比
較
す
る
の

は
難
し
い
で
す
が
、
町
を
支

え
る
企
業
と
な
る
よ
う
一
層

の
努
力
を
求
め
ま
す
。

No.34おおい町議会だより0 3

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た



予
算
決
算
常
任
委
員
会

■
付
託
審
議
内
容

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
6

月
補
正
予
算
を
審
査
し
、
原

案
の
通
り
可
決
し
た
。

■
主
な
質
疑

問
今
回
計
上
さ
れ
な

か
っ
た
約
10
億
円
前

後
の
財
源
は
9
月
補
正
と
す

る
の
か
。

答

 

今
回
は
優
先
事
業
の

補
正
と
し
、
継
続
事

業
等
は
再
確
認
し
て
9
月
補

正
や
新
年
度
対
応
と
す
る
。

学
校
教
育
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を

導
入
。
そ
の
活
用
方
法
は
。

答

 

ま
ず
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
触
れ
、
興
味
・
関

心
を
高
め
る
等
情
報
教
育
の

中
で
使
用
し
、
次
の
段
階
で

他
教
科
の
使
用
等
を
検
討
す

る
。問

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
購
入

と
な
っ
て
い
る
が
、

リ
ー
ス
の
検
討
は
。

答

 

リ
ー
ス
に
す
る
と

５
０
０
万
円
程
度
予

算
が
上
が
る
。
財
源
等
を
考

慮
し
一
括
購
入
と
し
た
。

耐
震
化
工
事

問
学
校
耐
震
化
が
、
お

お
い
町
は
県
内
で
一

番
低
い
と
報
道
さ
れ
た
が
。

答
 

新
聞
等
の
報
道
は
、

構
造
物
耐
震
化
の
率

で
、
現
工
事
中
の
大
飯
中
学

校
工
事
で
１
０
０
％
完
了
と

な
る
。
今
回
の
耐
震
工
事
予

算
は
非
構
造
物
工
事
で
、
報

道
の
も
の
と
は
別
で
あ
る
。

問
利
用
度
が
高
い
名
田

庄
体
育
館
は
、
昭
和

58
年
築
で
老
朽
化
し
て
お
り
、

耐
震
補
強
だ
け
で
よ
い
の
か

検
討
す
べ
き
で
は
。

答

 

学
校
、
公
共
施
設
関

連
の
耐
震
化
が
叫
ば

れ
て
い
る
こ
と
や
、
現
在
あ

る
も
の
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
か
ら
の
計
画
で
あ
る
。
指

摘
の
点
は
今
後
検
討
し
て
い

く
。問

文
化
活
動
推
進
事
業

で
、
文
化
活
動
団
体

へ
の
補
助
金
対
象
に
基
準
を

設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
 

現
在
、
統
一
し
た
基

準
は
な
く
、
基
本
的

に
は
事
業
内
容
に
基
づ
く
要

望
を
そ
の
都
度
検
討
し
て
い

る
が
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

こ
ど
も
家
族
館

運
営

問
こ
ど
も
家
族
館
の
事

業
運
営
費
は
、
県
の

補
助
金
が
な
く
、
前
年
度
の

半
額
で
企
画
運
営
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
が
、
影
響
は

な
い
か
。

答

 

入
込
数
の
多
い
企
画

展
開
催
な
ど
、
内
容

を
工
夫
検
討
し
、
費
用
の
削

減
を
行
う
。

問
こ
ど
も
家
族
館
は
県

の
施
設
だ
が
、
町
は

指
定
管
理
者
と
し
て
全
額
負

担
し
て
お
り
、
県
に
も
負
担

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

指
定
管
理
の
期
限
が
切
れ
る

時
点
で
、
町
が
運
営
を
維
持

す
る
の
か
、
切
り
替
え
る
の

か
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

 

今
は
平
成
25
年
度
か

ら
30
年
度
ま
で
、
5

年
間
の
指
定
管
理
期
間
内
で

あ
る
が
、
今
後
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

農
業
支
援

問
農
業
活
性
化
支
援
事

業
で
、
負
担
区
分
に

よ
り
補
助
率
が
違
う
理
由
は
。

答

 

新
規
1
年
未
満
の
認

定
就
農
者
へ
は
、
初

期
投
資
分
を
考
慮
し
町
補
助

金
２
／
３
、
認
定
農
業
者
や

集
落
営
農
へ
は
１
／
３
と
し

て
い
る
。

施
設
活
用
計
画

問
「
き
の
こ
の
森
」
の

抜
本
的
見
直
し
計
画

は
、
佐
分
利
地
区
の
中
心
地

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
活

性
化
に
つ
い
て
住
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

答

 

県
の
補
助
金
活
用
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

広
く
検
討
し
て
い
く
。

問
情
報
交
差
点
「
ぽ
ー

た
る
」
は
、
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
み
で
な
く
、
建

物
が
国
道
か
ら
見
て
暗
い
こ

と
や
、
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
、
汽

予算
決算

各
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
を
導
入（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
）

名 田 庄 体 育 館

委員会
審議チェック

慎重に
（４回定例会）
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車
の
展
示
物
の
活
用
な
ど
、

全
体
を
併
せ
て
検
討
す
べ
き
。

答
 

町
の
玄
関
口
と
し
て
、

現
場
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
位
置
づ
け
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現
状

で
は
特
産
品
の
発
送
等
の
拠

点
施
設
と
し
て
活
用
し
た
い
。

産
業
団
地
計
画

問
産
業
団
地
の
事
業
計

画
は
2
ヵ
年
で
あ
る

が
、
今
回
の
委
託
調
査
に
は

県
の
補
助
金
は
あ
る
の
か
。

答

 

地
質
調
査
が
補
助
対

象
で
あ
る
。
場
所
選

定
に
至
る
ま
で
の
基
本
計
画

に
つ
い
て
は
町
費
で
、
核
燃

料
税
を
財
源
と
す
る
。

問
産
業
団
地
計
画
は
、

商
工
観
光
振
興
課
だ

け
で
対
応
で
き
る
の
か
。
機

構
改
革
は
。

答

 

十
分
に
精
査
し
、
検

討
し
て
い
く
。
時
期

に
つ
い
て
は
回
答
で
き
な
い
。

町
営
住
宅
全
面

改
修

問
町
営
長
井
住
宅
整
備

事
業
の
全
面
改
修
で
、

他
の
所
に
分
散
さ
せ
る
検
討

は
な
か
っ
た
の
か
。

答
 

東
浜
区
と
し
て
形
成

さ
れ
て
い
る
た
め
、

駐
車
場
を
整
備
し
、
建
物
29

区
画
の
ま
ま
立
て
直
す
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

県
産
材
を
使
用
し
、
町
の
事

業
者
を
活
用
し
た
い
。

浸
水
対
策

問
本
郷
地
区
の
浸
水
対

策
方
法
は
。

答

 

舘
区
は
ポ
ン
プ
で
強

制
排
水
す
る
。
海
抜

0
ｍ
地
域
の
本
郷
地
区
は
、

海
水
が
入
っ
て
こ
な
い
状
況

を
作
り
、
ピ
ッ
ト
に
水
を
集

め
ポ
ン
プ
で
強
制
排
水
す
る
。

問
佐
分
利
川
の
河
口
に

土
砂
が
堆
積
し
て
い

る
。
一
気
に
水
が
出
た
時
の

こ
と
を
考
え
対
策
を
講
じ
る

べ
き
。

答

 

県
と
の
協
議
で
は
、

現
時
点
で
支
障
が
な

い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、

根
気
強
く
県
に
要
請
し
て
い

く
。問

合
併
処
理
浄
化
槽
の

維
持
管
理
事
業
補
助

金
は
上
限
設
定
を
す
る
の
か
。

答

 

下
水
道
使
用
料
相
当

額
と
の
差
額
の
範
囲

内
で
算
出
す
る
。

問
琵
琶
湖
若
狭
湾
快
速

鉄
道
計
画
は
、
認
可

や
経
営
見
通
し
に
問
題
が
あ

る
。
明
確
な
試
算
を
出
し
基

金
を
積
む
よ
う
分
担
金
等
検

討
す
べ
き
だ
が
。

答

 

滋
賀
県
高
島
市
地
域

住
民
、
小
浜
市
地
域

住
民
の
新
た
な
住
民
活
動
も

始
ま
っ
て
い
る
が
、
滋
賀
県

側
の
盛
り
上
が
り
が
必
要
。

分
担
金
の
件
は
協
議
さ
れ
て

い
な
い
が
、
嶺
南
6
市
町
の

積
立
の
ほ
か
、
福
井
県
も
25

年
度
末
で
47
億
円
の
基
金
を

積
ん
で
い
る
。

猿
橋 

巧  

委
員

【
討
論
概
要
】

歳
入
で
は
原
子
力
関
係
予

算
は
不
安
定
で
、
歳
入
の
安

定
性
を
求
め
る
方
向
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
県
支
出
金

の
広
報
・
調
査
等
交
付
金
事

業
は
、
原
子
力
推
進
に
向
け

た
事
業
内
容
で
問
題
。

歳
出
で
は
鉄
道
新
線
基
金

積
立
て
は
、
開
設
の
め
ど
・

そ
の
後
の
経
営
方
針
も
不
明

で
、
毎
年
同
額
の
積
み
立
て

は
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

こ
ど
も
家
族
館
の
運
営
で
、

施
設
の
利
用
を
促
進
す
る
町

に
対
し
て
県
か
ら
何
ら
か
の

補
助
が
あ
る
べ
き
で
、
県
に

対
し
指
定
管
理
制
度
の
正
常

な
あ
り
方
を
求
め
る
べ
き
。

総務

陳
情
2
件
を

不
採
択

総
務
常
任
委
員
会

■
付
託
審
議
内
容

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
陳

情
2
件
を
審
査
し
、
不
採
択

と
し
た
。

● 

陳
情
2
【
日
本
政
府
に
核

兵
器
全
面
禁
止
の
た
め
の

決
断
と
行
動
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
】

陳
情
の
趣
旨
は
理
解
で
き

る
点
も
あ
る
が
、
陳
情
者
は
、

核
兵
器
廃
絶
だ
け
で
な
く
原

子
力
発
電
か
ら
の
撤
退
も
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
と
し
て
お

り
、
原
子
力
発
電
所
が
立
地

す
る
町
と
し
て
誤
解
を
招
く

危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

不
採
択
と
し
た
。

● 

陳
情
3
【
非
核
平
和
都
市

宣
言
採
択
に
つ
い
て
の

陳
情
】

陳
情
の
趣
旨
は
理
解
で
き

る
点
も
あ
る
が
、
陳
情
者
は

陳
情
2
と
同
じ
で
あ
り
、
核

兵
器
廃
絶
だ
け
で
な
く
原
子

力
発
電
か
ら
の
撤
退
も
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
と
し
て
お

り
、
陳
情
2
と
同
様
の
内
容

で
不
採
択
と
し
た
。

産業
建設

陳
情
1
件
を

趣
旨
採
択

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
付
託
審
議
内
容

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
陳

情
1
件
を
審
査
し
、
趣
旨
採

択
と
し
た
。

● 

陳
情
4
【
農
政
改
革
を
見

直
す
と
共
に
食
料
自
給

率
の
向
上
を
最
優
先
し

た
農
政
を
求
め
る
陳
情
】

陳
情
の
趣
旨
は
理
解
で
き

る
が
、
現
段
階
で
国
等
、
関

係
機
関
に
お
い
て
農
政
改
革

自
体
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
流
動
的
な
状
況
で
あ

る
た
め
、
議
論
の
情
勢
を
考

慮
し
、
趣
旨
採
択
と
し
た
。

６
月
補
正
予
算

反
対
討
論
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■平成26年第3回（4月）臨時会　議案審議結果

議案35 工事請負契約の締結について（漁業集落環境整備工事） 原案可決

議案36 工事請負契約の締結について（大飯中学校体育館耐震補強工事） 原案可決

同意 1 教育委員会委員の任命について 同　　意

同意 2 教育委員会委員の任命について 同　　意

同意 3 監査委員の選任について 同　　意

ー 議席の一部変更 一部変更

ー 常任委員会委員の辞任 許　　可

ー 常任委員会委員の選任 選　　任

ー 特別委員会委員の選任 選　　任

承認 1 専決処分の承認を求めることについて（町税条例等の一部を改正する条例） 承　　認

承認 2
専決処分の承認を求めることについて
（国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例）

承　　認

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議案番号 議　　案　　名 議決結果

■平成26年第4回（6月）定例会　議案審議結果

議案38 平成26年度簡易水道事業特別会計補
正予算（第1号） 原案可決

議案39 平成26年度農業集落排水事業特別会
計補正予算（第1号） 原案可決

議案40 平成26年度特定環境保全公共下水道
事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

諮問 1 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 答　　申

陳情 2 日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求める意見書提出に関する陳情 不 採 択

陳情 3 非核平和都市宣言採択についての陳情 不 採 択

陳情 4 農政改革を見直すと共に食料自給率の向上を最優先した農政を求める陳情 趣旨採択

同意 4 副町長の選任について 同　　意

ー 議員派遣報告および議員派遣 報告および派遣

報告 1 平成25年度一般会計
繰越明許費繰越計算書 報　　告

報告 2 株式会社おおいの経営状況報告について 報　　告

報告 3 株式会社名田庄商会の経営状況報告について 報　　告

報告 4 わかさ大飯マリンワールド株式会社の経営状況報告について 報　　告

報告 5 公益財団法人グリーン大飯農業公社の経営状況報告について 報　　告

報告 6 株式会社名田庄ウッディーセンターの経営状況報告について 報　　告

報告 7 土地開発公社の経営状況報告について 報　　告

議案37 平成26年度一般会計補正予算（第1号） 原案可決

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議案番号 議　　案　　名 議決結果

辻 浜田 尾谷 森口 猿橋 啓 浜上 今川 森内 古石 小川 新谷 中本 猿橋 巧
承認 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
承認 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案37 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
陳情 2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○
陳情 3 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○
同意 4 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成　　●は反対　　除は除斥　　退は退席　　欠は欠席　　（※松井榮治議長は採決に加わらない。）

■賛否が分かれた議案
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◥ 
定
住
人
口（
若
年
人
口
）の
増
加
策
は

町
長 
永
遠
の
命
題
で
あ
る
が
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、目
に
見
え

る
形
で
施
策
に
反
映
さ
せ
た
い

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

6
月
定
例
会
で
は
、7
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

古石　　實

交
流
人
口
も
大
切
だ

が
、定
住
人
口
を
優

先
す
べ
き
で
な
い
か

町
長 

そ
れ
ぞ
れ
を

同
時
進
行
的
に
進
め

る
べ
き
。
そ
の
上
で

何
が
問
題
か
を
整
理

し
な
が
ら
方
策
を
進

め
た
い

問
木
工
細
工
な
ど
木
製

品
の
需
要
が
高
い
。

山
林
が
90
％
を
占
め
る
町
と

し
て
も
、
そ
の
宝
を
生
か
し

た
起
業
家
育
成
等
に
力
を
入

れ
、
地
場
産
業
育
成
に
つ
な

げ
る
べ
き
だ
。

答
（
町
長
）
働
く
場
を

確
保
す
る
た
め
、
地

域
資
源
を
生
か
す
施
策
を
考

え
た
い
。
道
の
駅
物
産
提
供

者
も
起
業
家
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
支
援
し
た
い
。

問
県
外
の
あ
る
町
で
は

子
育
て
日
本
一
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
別
の
町
で
は
第
三
子
出

生
に
１
０
０
万
円
を
給
付
し

て
い
る
と
聞
く
が
感
想
は
。

答
（
町
長
）
祝
い
金
は

一
時
的
な
施
策
。
当

町
の
特
性
を
見
極
め
何
が
効

果
的
な
の
か
を
踏
ま
え
て
行

動
計
画
を
進
め
る
。

問
町
も
様
々
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
が
、

現
状
の
行
政
組
織
で
は
効
果

的
な
行
政
運
営
の
推
進
が
困

難
で
は
な
い
か
。
総
合
的
な

施
策
推
進
の
セ
ク
シ
ョ
ン
も

設
け
る
な
ど
し
て
見
直
す
べ

き
。答

（
町
長
）
雇
用
の
場

の
確
保
や
住
居
確
保

の
整
備
に
加
え
、
医
療
、
福

祉
、
教
育
、
住
み
や
す
い
生

活
環
境
の
創
出
な
ど
更
な

る
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
再
構
築
し
、
薄
れ

て
い
る
行
祭
事
に
参
加
し
や

す
い
環
境
を
醸
成
す
る
こ
と

が
町
へ
の
愛
着
を
芽
生
え
さ

せ
転
出
抑
制
に
な
る
。

　

指
摘
の
と
お
り
現
行
の
組

織
に
つ
い
て
検
討
し
、
し
か

る
べ
き
時
期
に
提
示
す
る
。

問
可
能
性
の
あ
る
す
べ

て
の
施
策
を
取
り
入

れ
た
定
住
対
策
を
講
じ
る
べ

き
で
あ
る
。

答
（
町
長
）
人
口
減
少

は
必
然
的
現
象
と
し

て
、
全
国
的
規
模
で
進
ん
で

い
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で

対
策
を
考
え
た
い
。

名
田
庄
商
会
の
経
営

改
善
計
画
は
抜
本
的

改
革
と
は
い
え
な
い

町
長 

改
善
計
画
の

動
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
抜
本
的
改
革
の
道

を
探
る

問
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー

と
特
産
品
販
売
事
業

の
内
部
取
引
が
、
問
題
点
の

把
握
を
困
難
に
し
て
い
る
。

答
（
町
長
）
商
会
業
務

が
特
産
品
製
造
・
販

売
か
ら
観
光
施
設
管
理
ま
で

多
分
野
に
関
連
し
て
及
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
内
部
取
引
と

な
っ
て
い
る
。
売
り
上
げ
額

の
26
％
に
な
る
。

問
内
部
取
引
は
ベ
タ
ー

な
方
策
か
。

答
（
町
長
）
検
証
し
な

が
ら
本
来
の
あ
り
方

を
見
直
し
、
経
営
が
成
り
立

つ
よ
う
検
討
す
る
。

問
名
田
庄
商
会
の
改
善

計
画
は
補
助
金
依
存

体
質
に
変
わ
り
な
く
、
抜
本

的
な
原
因
を
踏
ま
え
た
改
革

と
は
い
え
な
い
が
。

答
（
町
長
）
計
画
の
実

績
を
見
な
が
ら
、
経

営
分
析
や
診
断
を
行
い
、
将

来
を
見
据
え
た
戦
略
の
も
と
、

統
廃
合
も
含
め
た
抜
本
的
改

革
の
道
を
探
り
た
い
。

ナ
フ
コ
出
店
計
画

は
原
発
再
稼
動
が

条
件
の
ご
と
き
で

あ
る
が
、真
意
確
認

の
必
要
は

町
長 

再
稼
動
は
条

件
で
あ
る
が
中
止
で

は
な
い

問
前
町
長
は
、
ナ
フ
コ

出
店
方
針
は
原
発
再

稼
動
決
定
後
に
着
手
さ
れ
る

と
説
明
し
て
い
る
。
出
店
判

断
の
条
件
と
し
て
原
発
再
稼

動
を
求
め
ら
れ
る
の
も
い
か

が
な
も
の
か
。

答
（
町
長
）
原
発
運
転

が
商
圏
人
口
確
保
の

大
き
な
要
因
と
な
る
こ
と
か

ら
、
国
が
再
稼
動
方
針
を
明

示
し
た
ら
着
手
す
る
と
明
言

し
て
い
る
。

問
新
町
長
の
も
と
で
、

再
度
真
意
を
確
認
し

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

答
（
町
長
）
再
稼
動
・

安
全
運
転
の
見
通
し

が
大
き
な
判
断
要
素
と
な
っ

て
い
る
。「
う
み
ん
ぴ
あ
大

飯
」
の
将
来
を
左
右
す
る
案

件
で
あ
り
、
ナ
フ
コ
を
は
じ

め
他
に
も
進
出
を
検
討
さ
れ

る
企
業
が
あ
れ
ば
私
自
ら
出

か
け
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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◥ 

大
飯
発
電
所
運
転
差
し
止
め
判
決
、町
長
の
受
け
止
め
は

町
長 

行
政
を
預
か
る
者
と
し
て
申
し
上
げ
る
立
場
で
は
な
い

問
去
る
5
月
21
日
、「
大

飯
原
発
稼
働
差
し
止

め
」の
判
決
が
示
さ
れ
た
。

　

町
長
は
、「
司
法
の
判
断

と
し
て
粛
々
と
受
け
止
め
ざ

る
を
得
な
い
」
旨
発
言
さ
れ

て
い
る
。
判
決
に
対
す
る
反

響
は
大
き
く
賛
否
両
論
様
々

で
あ
り
、
上
告
審
で
係
争
中

で
も
あ
る
が
こ
の
反
響
の
受

け
止
め
は
。

答
（
町
長
）
今
回
の
、

大
飯
原
発
3
・
4
号

機
運
転
差
し
止
め
請
求
の
判

決
に
つ
い
て
は
、
行
政
を
預

か
る
理
事
者
と
し
て
申
し
上

げ
る
立
場
で
は
な
い
。

指

 

国
は
じ
め
、
規
制
委

員
会
、
県
、
全
原
協

の
他
、
有
識
者
等
か
ら
も
判

決
に
異
論
が
出
て
い
る
。
再

度
の
答
弁
は
求
め
な
い
が
、

様
々
な
リ
ス
ク
を
背
負
い
な

が
ら
も
国
策
に
協
力
し
て
き

た
立
地
町
だ
か
ら
こ
そ
、
町

民
に
は
十
分
な
説
明
責
任
を

果
た
す
こ
と
が
必
要
だ
。

今
後
の
町
勢
発
展

の
道
筋
は

町
長 

参
加
型
の
町

づ
く
り
と
人
材
育

成
が
町
政
発
展
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン

問
原
子
力
発
電
所
の
是

非
が
大
き
く
問
わ
れ

浜上　雄一

る
こ
の
時
に
、
望
ん
で
就
任

さ
れ
た
町
長
は
今
後
の
町
勢

発
展
に
心
血
を
注
が
れ
る
も

の
と
期
待
す
る
が
、
原
子
力

発
電
所
立
地
の
意
義
と
将
来

の
あ
る
べ
き
町
勢
発
展
の
大

き
な
夢
は
。

答
（
町
長
）
豊
か
な
財

政
力
が
維
持
さ
れ
、

住
民
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
選
択
し
た
原
子
力
発

電
所
立
地
は
、
誘
致
を
選
択

し
た
先
人
・
先
輩
の
英
断
と

犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
も
の

で
、
そ
の
ご
苦
労
に
報
い
る

た
め
に
も
頑
張
っ
て
い
く
。

そ
の
上
で
町
政
発
展
の
大
き

な
夢
を
示
す
の
で
は
な
く
、

対
話
と
議
論
に
よ
る
参
加
型

の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

問
町
発
展
の
道
筋
は

「
大
き
な
夢
」
を
掲

げ
て
ま
い
進
す
る
の
で
は
な

く
、
対
話
と
議
論
に
よ
る
ゼ

ロ
か
ら
の
政
策
立
案
に
よ
る

も
の
で
何
の
展
望
も
持
た
な

い
と
解
し
た
が
、
所
信
表
明

と
ど
の
よ
う
に
整
合
す
る
の

か
。答

（
町
長
）
今
ま
で
何

を
し
て
き
た
か
に
と

ら
わ
れ
ず
、
政
策
事
務
事
業

の
価
値
を
見
直
し
、
本
当
に

価
値
あ
る
も
の
と
し
て
将
来

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
い
う

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

し
か
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
が
、
ウ
ェ
ー
ト
を
占

め
て
う
ま
く
い
か
な
い
可
能

性
も
あ
る
の
で
、
今
ま
で
の

こ
と
を
守
り
な
が
ら
、
何
割

か
に
つ
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン

グ
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。
そ
の
た
め
に
は
失
敗
し

て
も
良
い
と
い
う
訳
に
は
い

か
な
い
の
で
、
極
力
皆
さ
ま

方
の
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
等
を

拝
借
し
な
が
ら
議
論
を
し
、

政
策
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
ン
グ
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う

趣
旨
で
あ
る
。

原
子
力
発
電
所
立

地
の
町
と
し
て
の

こ
れ
ま
で
の
町
政

運
営
と
今
後
の
共

生
は

町
長 

原
子
力
関
連

産
業
は
守
る
べ
き
町

の
基
幹
産
業

問
原
子
力
発
電
所
の
立

地
に
伴
う
潤
沢
な
財

源
の
も
と
で
、
き
め
細
や
か

な
町
政
運
営
と
原
子
力
発
電

所
と
の
共
生
に
町
民
共
々
腐

心
し
て
き
た
。
行
政
の
み
な

ら
ず
、
町
民
各
位
の
経
済
活

動
の
上
か
ら
も
、
そ
の
存
在

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今

後
の
発
電
所
と
の
共
生
に
つ

い
て
の
認
識
は
。

答
（
町
長
）
原
子
力
関

連
産
業
は
守
る
べ
き

町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
長

年
の
共
生
で
培
わ
れ
た
技
術

を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

な
産
業
の
誘
致
や
創
出
は
町

の
今
後
に
と
っ
て
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

大 飯 発 電 所
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◥ 

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
全
線
開
通
に
伴
う
地
場
産
業
の

振
興
策
は
、関
係
者
の
地
道
な
努
力
で

町
長 
魅
力
あ
る
活
動
を
展
開
し
地
域
活
性
化
を
図
る

猿橋　啓一

問
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

が
7
月
20
日
、
敦
賀

で
北
陸
自
動
車
と
つ
な
が
り
、

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

完
成
す
る
が
、
町
の
魅
力
を

発
信
す
る
独
自
の
イ
ベ
ン
ト

や
連
携
イ
ベ
ン
ト
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答
（
町
長
）
町
独
自
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
道
の

駅
「
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」
の

1
周
年
記
念
事
業
、
20
回
目

の
「
若
狭
お
お
い
ス
ー
パ
ー

大
火
勢
」、
県
内
4
か
所
で

の
「
水
上
文
学
作
品
展
」
の

開
催
や
、「
ブ
ン
ナ
よ
、
木

か
ら
お
り
て
こ
い
」
の
公
演

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

県
や
近
隣
市
町
と
の
連
携

イ
ベ
ン
ト
は
、「
海
湖
と
歴

史
の
若
狭
路
」
発
信
事
業
で

若
狭
路
恐
竜
展
等
の
多
彩
な

事
業
を
展
開
す
る
。

問
教
育
旅
行
誘
致
推
進

事
業
補
助
金
を
活
用

し
た
旅
行
の
具
体
例
は
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
合
宿
で
、「
栄
光
」
や

「
青
少
年
旅
行
村
」で
行
う
。

問
町
の
魅
力
は
何
で
あ

る
か
を
第
三
者
に
発

見
し
て
も
ら
う
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
」
の
採
用
を
平

成
27
年
度
に
計
画
し
て
い
る

が
、
ど
の
分
野
の
人
材
を
採

用
す
る
予
定
か
。

答
（
企
画
課
長
）
お
お

い
町
に
関
心
が
あ
り
、

地
域
お
こ
し
に
貢
献
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
採
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

地
産
地
消
の
理
念
で

運
営
す
る
道
の
駅「
う

み
ん
ぴ
あ
大
飯
」の
2

年
目
の
経
営
戦
略
は

商
工
観
光
振
興
課
長

年
間
来
館
者
数
は

31
万
人
、売
上
額
は
約

１
億
５
５
０
０
万
円

問
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

の
全
線
開
通
を
見
越

し
た
顧
客
対
策
や
、
地
元
利

用
者
の
拡
大
策
は
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）

出
荷
者
の
生
産
意
欲

を
高
め
る
た
め
の
研
修
や
指

導
を
行
う
と
と
も
に
、
ハ
ウ

ス
栽
培
の
普
及
に
努
め
る
。

　

目
玉
で
あ
る
地
場
の
魚
の

販
売
は
、
大
島
漁
協
と
協
力

し
な
が
ら
、
消
費
拡
大
を
図

る
。

　

対
面
式
の
観
光
案
内
は
、

観
光
協
会
の
協
力
を
得
て
、

観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
の
紹

介
等
を
行
い
、
相
乗
効
果
が

図
れ
る
よ
う
努
め
る
。

　

出
荷
奨
励
補
助
金
の
交
付

基
準
を
野
菜
、
加
工
品
、
工

芸
品
の
全
て
の
出
荷
者
に
対

し
て
、
年
間
5
万
円
と
し
て

い
る
。

問
ハ
ウ
ス
の
補
助
基
準

額
は
、
出
荷
額
が
年

間
5
万
円
以
上
で
あ
る
が
、

引
き
下
げ
ら
れ
な
い
か
。

答
（
農
林
水
産
振
興
課
長
）

出
荷
者
の
意
向
を
聞

い
て
検
討
し
た
い
。

雇
用
の
場
を
確
保
す

る
た
め
の
既
存
の
造

成
地
の
企
業
誘
致
の

進
展
状
況
と
新
た
な

産
業
団
地
造
成
の
取

り
組
み
は

町
長 

雇
用
機
会
が

望
め
る
製
造
業
等
の

誘
致
も
視
野
に
入
れ

た
産
業
団
地
の
準
備

作
業
に
着
手
し
た
い

問
雇
用
の
場
を
確
保
す

る
た
め
に
進
め
て
き

た
ナ
フ
コ
の
出
店
計
画
の
進

捗
状
況
は
、
現
在
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
の
か
。

答
（
町
長
）
出
店
延
期

で
あ
り
出
店
中
止
で

は
な
い
。
出
店
時
期
は
、
大

飯
原
子
力
発
電
所
3
・
4
号

機
の
再
稼
働
が
決
定
さ
れ
、

安
定
運
転
さ
れ
る
こ
と
。

問
新
た
な
産
業
団
地
造

成
を
計
画
す
る
た
め

の
準
備
作
業
に
2
年
を
か
け

て
着
手
す
る
が
、
企
業
誘
致

の
可
能
性
や
雇
用
者
数
は
何

人
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
。

答
（
町
長
）
産
業
団
地

造
成
計
画
等
の
詳
細

は
、
今
回
の
準
備
作
業
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
く
も
の
で
、

今
、
回
答
す
べ
き
も
の
で
は

な
い
が
、
福
井
県
と
も
事
業

費
を
含
め
十
分
な
協
議
を
重

ね
て
、
県
等
の
補
助
制
度
を

最
大
限
活
用
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

問
嶺
南
市
町
の
取
り
組

み
状
況
は
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）

敦
賀
市
と
美
浜
町
で

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

道の駅「うみんぴあ大飯」

ハ ウ ス
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◥ 

防
災
・
避
難
の
た
め
の
情
報
公
開
と
改
善
施
策
は

町
長 

特
別
警
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
で
き
る
よ
う
改
善
し
、

確
実
な
情
報
伝
達
体
制
を
整
え
る

尾谷　和枝

問
先
進
地
で
は
様
々
な

媒
体
を
活
用
し
た
情

報
公
開
に
力
を
入
れ
、
住
民

自
ら
が
避
難
判
断
す
る
材
料

提
供
に
努
め
て
い
る
。
情
報

改
善
施
策
は
。

答
（
町
長
）
特
別
警
報

発
表
の
際
に
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
で
き

る
シ
ス
テ
ム
に
改
修
す
る
。

問
「
状
況
が
刻
々
と
変

化
す
る
中
、
形
式
的

な
一
律
避
難
勧
告
は
危
険
。

自
ら
の
危
険
を
予
測
し
回
避

す
る
能
力
を
高
め
る
防
災
教

育
を
進
め
る
こ
と
」
を
専
門

家
が
提
言
し
て
い
る
。
特
に
、

率
先
力
の
あ
る
子
ど
も
へ
の

防
災
教
育
が
必
要
だ
が
。

答
（
町
長
）
今
ま
で
の

経
験
に
よ
ら
ず
、
避

難
認
識
を
改
め
る
こ
と
が
肝

心
。
学
校
教
育
、
自
主
防
災

組
織
を
通
じ
て
行
う
啓
発
活

動
に
努
力
す
る
。

問
即
決
力
の
あ
る
町
長

直
轄
の
危
機
管
理
課

の
設
置
が
必
要
で
は
。

答
（
総
務
課
長
）
災
害

時
は
防
災
対
策
室
を

設
け
、
課
長
補
佐
と
担
当
を

配
置
し
、
段
階
に
よ
り
職
員

を
招
集
す
る
。

「
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち

づ
く
り
」の
施
策
は

町
長 

地
場
産
業
の
活

性
化
や
、観
光
資
源
の

再
発
見
発
掘
、体
験
型

観
光
の
充
実
と
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
な
ど
に
よ
り
誘

客
力
を
高
め
る

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
町

の
顔
で
あ
り
、
町
が

何
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
か

が
わ
か
る
よ
う
改
善
す
べ
き
。

名
刺
の
裏
に
町
の
宣
伝
や
優

待
特
典
を
刷
る
な
ど
、
町
民

の
Ｐ
Ｒ
活
用
、
若
者
の
田
植

え
体
験
、
大
火
勢
の
全
国
誌

掲
載
、
外
国
人
視
点
の
観
光

な
ど
、
ア
ピ
ー
ル
の
転
換
を

提
案
す
る
。

答
（
町
長
）
受
け
手
に

決
定
権
が
あ
る
と
い

う
こ
と
。
ニ
ー
ズ
を
探
り
、

発
信
や
見
直
し
を
し
て
い
く
。

問
交
流
人
口
を
所
得
収

益
に
結
び
付
け
る
に

は
。
町
内
で
食
事
を
す
る
場

所
が
少
な
い
な
ど
、
行
政
主

導
も
必
要
で
は
。

答
（
町
長
）
周
辺
の
市

町
と
連
携
し
て
、
滞

在
時
間
、
宿
泊
日
数
の
増
加

を
仕
掛
け
、
外
貨
の
獲
得
に

繋
げ
る
。

「
住
み
た
く
な
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
ア

ピ
ー
ル
は

町
長 

町
の
魅
力
づ
く

り
と
そ
の
発
信
が
必

要
。ま
ず
、町
民
が
地

域
に
愛
着
を
感
じ
る

町
づ
く
り
を
進
め
る

問
人
口
減
少
は
、
合
併

以
降
５
０
０
人
。
若

い
世
帯
が
使
え
る
空
き
家
の

提
供
や
、
子
育
て
支
援
の
情

報
提
供
な
ど
、
一
括
し
た

フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
で
は
。

答
（
町
長
）
豊
か
な
自

然
環
境
に
加
え
、
保

育
料
の
減
免
や
助
成
、
教
育

環
境
の
整
備
な
ど
各
種
子
育

て
支
援
策
の
充
実
や
、
働
く

場
の
確
保
、
道
路
網
整
備
に

よ
る
通
勤
圏
の
拡
大
、
宅
地

造
成
に
よ
り
流
出
防
止
を
講

じ
る
。

問
町
の
将
来
に
つ
い
て
。

高
速
交
通
網
や
新
幹

線
で
、
関
西
・
中
部
・
関
東

と
結
ば
れ
る
と
、
経
済
・
雇

用
創
出
効
果
だ
け
で
な
く
、

日
本
海
国
土
軸
と
し
て
の
代

替
ル
ー
ト
貢
献
や
、
通
勤
通

学
圏
内
と
な
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
の
可
能
性
な
ど
、

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
も
必
要
で
は
。

答
（
町
長
）国
・
県
に
対

し
、今
ま
で
の
不
均

衡
を
い
か
に
是
正
し
て
頂
く

か
も
含
め
、要
請
活
動
を
進

め
る
。い
な
か
住
ま
い
の
需

要
も
あ
り
、将
来
的
に
通
勤

圏
と
し
て
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の

活
路
も
検
討
す
べ
き
と
思
う
。

交
通
施
策
の
検
討
は

問
自
立
し
た
生
活
に
は

交
通
移
動
手
段
の
確

保
が
必
須
で
あ
る
。
職
の
選

択
の
拡
大
や
、
高
齢
者
の
外

出
交
流
に
よ
る
楽
し
み
と
健

康
予
防
、
免
許
証
返
納
者
へ

の
対
応
な
ど
か
ら
必
要
性
を

訴
え
る
。

答
（
総
務
課
長
）
公
共

交
通
手
段
の
空
白
地

帯
の
解
消
策
と
し
て
、
デ
マ

ン
ド
バ
ス
活
用
の
可
能
性
や
、

具
体
的
な
方
式
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
近
隣
市
町
や

先
進
事
例
の
情
報
を
得
な
が

ら
、
交
通
体
系
の
整
備
を
目

指
す
。

「
災
害
に
強
い
ま
ち
」

へ
の
取
り
組
み
は

町
長 

防
災
計
画
改

定
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、

自
主
防
災
組
織
率
向

上
と
活
発
化
に
努
め
防

災
行
政
無
線
整
備
や

情
報
共
有
を
図
る

佐分利保育園
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◥ 

中
塚
町
長
の
基
本
的
な
政
治
姿
勢
は

町
長 

町
民
皆
様
と
の
対
話
と
議
論
を
通
じ
て
、多
く
の
知
恵
を
拝

借
し
、政
策
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
重
要

森内　正美

問
地
区
懇
談
会
の
開
催

内
容
と
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
有
効
活
用
の
内
容
は
。

答
（
町
長
）
町
内
の
皆

様
と
の
対
話
、
議
論

を
通
じ
て
多
く
の
知
恵
を
拝

借
し
政
策
に
結
び
つ
け
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
の
手
段
の
一
つ

と
し
て
町
内
4
地
区
で
懇
談

会
を
開
催
し
、
平
成
27
年
度

当
初
予
算
編
成
に
お
い
て
町

民
の
民
様
の
意
見
が
反
映
す

る
よ
う
進
め
た
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
は
、
今
回
新
た

に
意
見
交
換
が
行
え
る
窓
口

を
設
け
て
政
策
立
案
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。
そ
の
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
検
討
中
で

あ
る
。

問
地
区
懇
談
会
は
町
長

が
一
人
で
出
席
す
る

の
か
。

答
（
町
長
）
資
料
を
充

実
さ
せ
て
、
説
明
者

は
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。

問
そ
の
場
で
返
答
で
き

な
い
こ
と
は
ど
う
す

る
の
か
。

答
（
町
長
）
順
次
し
か

る
べ
き
時
期
に
答
え

て
い
く
。
ま
た
、
広
報
紙
の

中
に
答
弁
書
を
入
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

有
効
活
用
の
具
体

的
な
方
法
は

町
長 

仮
称「
町
長
の

部
屋
」と
い
う
よ
う
な

も
の
を
設
け
た
い

問
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
※
の
導
入
は
考
え

て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）
公
益
に
資

す
る
も
の
な
ら
活
用

し
た
い
。

問
町
内
向
け
の
シ
ス
テ

ム
は
町
限
定
の
も
の

か
。
原
発
に
対
応
す
る
た
め

の
も
の
な
の
か
。

答
（
町
長
）
町
民
を
第

一
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
原
発
再
稼
働
時
に
受

け
た
多
く
の
指
摘
に
対
し
て
、

住
民
優
先
で
方
策
を
取
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

問
基
本
的
に
は
町
民
に

対
す
る
情
報
発
信
か
。

答
（
町
長
）
町
民
と
考

え
て
い
る
。
町
民
と

町
外
の
人
と
の
区
別
は
現
実

的
に
は
難
し
い
と
思
う
。

「
み
ん
な
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
」を
進

め
る
具
体
的
な
方

法
は

町
長 
各
種
団
体
、各

年
代
層
と
の
話
し
合

い
に
重
点
を
置
く

問
み
ん
な
で
取
り
組
む

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
用
は
。

答
（
町
長
）
第
一
次
総

合
計
画
に
も
あ
る
活

動
人
口
の
増
加
に
力
を
入
れ

た
い
。

問
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
※
に
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
（
町
長
）
社
会
福
祉

協
議
会
や
行
政
相
談

員
を
通
じ
て
そ
の
発
信
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。

問
町
の
各
種
委
員
会
、

審
議
会
委
員
は
公
募

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

用
語
解
説

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

行
政
機
関
が
規
制
の
設
定
や

改
廃
を
す
る
と
き
、
原
案
を
公

表
し
、
国
民
の
意
見
を
求
め
、

そ
れ
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
制

度
。

※
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

　

声
高
に
自
分
の
政
治
的
意
見

を
唱
え
る
こ
と
は
し
な
い
一
般

大
衆
。

おおい町ホームページ

答
（
町
長
）
公
募
を
進

め
た
い
。

問
町
政
広
聴
員
制
度
を

利
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）
若
狭
町
で

は
郵
送
等
で
住
民
の

声
が
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。問

産
業
団
地
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
な

ど
の
今
後
の
方
向
は
。

答
（
町
長
）
今
後
は
何

事
に
お
い
て
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
て
い
き
た
い
。

政
策
提
言
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
希
望
し
て
い
る
。
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◥ 「
日
な
た
と
日
陰
を
な
く
す
政
策
」の
具
体
的
な
意
味
は
何
か

町
長 

中
立
公
平
な
立
場
か
ら
、陰
日
な
た
な
く
、町
政
に
取
り
組

む
と
い
う
私
の
政
治
姿
勢
で
あ
る

新谷　欣也

問
選
挙
公
約
の
「
日
な

た
と
日
陰
を
な
く
す

政
策
」
の
具
体
的
な
意
味
は

何
か
。

答
（
町
長
）
私
の
政
治

姿
勢
を
申
し
上
げ
た

が
、
選
挙
中
と
い
う
特
異
な

事
情
の
中
で
様
々
な
風
評
を

巻
き
起
こ
し
た
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
し
こ
り
を
残
さ

な
い
よ
う
に
政
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
こ
れ
ま
で
の
町
政
運

営
に
日
な
た
と
日
陰

が
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も

選
挙
に
勝
つ
た
め
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）
中
立
公
平

で
、
陰
日
な
た
な
く

政
治
を
住
民
の
手
に
取
り
戻

し
た
い
と
い
う
意
味
な
の
で

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

本
郷
地
区
に
住
宅

地
の
開
発
を

町
長 

一
定
規
模
以

上
の
用
地
が
必
要
で

適
地
の
確
保
が
困
難

で
あ
る

問
本
郷
地
区
に
住
宅
地

の
開
発
を
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

答
（
町
長
）
町
で
は
こ

れ
ま
で
に
成
和
地
区

90
区
画
、
大
島
南
浦
地
区
28

区
画
、
名
田
庄
小
倉
畑
地
区

39
区
画
、
名
田
庄
三
重
地
区

16
区
画
の
住
宅
地
を
造
成
し

分
譲
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
大
島
南
浦
地
区
に

お
い
て
新
た
に
21
区
画
、
名

田
庄
三
重
地
区
に
お
い
て
も

新
た
な
分
譲
住
宅
地
の
造
成

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

住
宅
造
成
に
は
一
定
規
模

以
上
の
用
地
が
必
要
と
な
る

た
め
、
本
郷
地
区
で
は
適
地

の
確
保
が
困
難
で
あ
る
。

問
町
長
は
議
員
時
代
に

住
宅
地
の
必
要
性
を

唱
え
て
い
た
が
、
行
政
側
に

立
っ
た
の
で
考
え
方
を
変
え

た
の
か
。

答
（
町
長
）
住
宅
地
の

造
成
は
血
税
を
投
入

す
る
こ
と
で
あ
り
、
十
分
検

討
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

問
本
郷
地
区
は
海
抜
の

低
い
地
域
で
あ
り
、

消
防
や
救
急
車
等
の
緊
急
車

両
の
進
入
が
困
難
な
所
も
多

名田庄三重地区宅地分譲予定地

大島南浦地区宅地分譲地（21区画）

く
、
防
災
面
に
お
い
て
も
そ

れ
ら
に
対
応
で
き
る
住
宅
地

に
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

答
（
町
長
）
定
住
人
口

の
維
持
・
拡
大
等
を

見
据
え
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。
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◥ 

運
転
差
し
止
め
の
地
裁
判
決
を
受
け
て

町
長 

規
制
委
員
会
の
適
合
性
審
査
の
行
方
と
政
府
方
針
を
注
視
し

て
い
く猿橋　　巧

問
判
決
は
「
人
格
権
」

や
原
発
の
「
本
質
的

な
危
険
性
」
地
震
動
へ
の

「
安
全
神
話
」
更
に
、
国
民

の
命
や
生
活
よ
り
も
コ
ス
ト

を
優
先
す
る
考
え
方
を
退
け

た
が
。

答
（
町
長
）
原
子
力
規

制
委
員
会
の
「
科
学

的
知
見
に
基
づ
き
適
合
性
判

断
を
し
て
い
く
」、
政
府
の

「
新
規
制
基
準
を
満
た
し
た

原
発
の
再
稼
働
を
進
め
る
」

と
の
発
言
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。

問
県
事
業
「
一
市
一
町

エ
ネ
ル
ギ
ー
お
こ

し
」
に
対
す
る
取
り
組
み
は

消
極
的
で
早
急
に
地
域
協
議

会
を
設
立
し
て
対
応
す
べ
き

で
は
。

答
（
企
画
課
長
）
県
は

3
ヵ
年
事
業
で
県
内

全
て
の
市
町
で
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
定
着
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

廃
食
油
を
有
効
利
用
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
へ
の
側
面
か
ら
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
が
、
地
域
協

議
会
は
立
ち
上
が
っ
て
い
な

い
。問

「
県
Ｌ
Ｎ
Ｇ
イ
ン
フ

ラ
整
備
研
究
会
」
方

針
の
燃
料
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
整

備
等
に
参
入
し
、
ポ
ス
ト
原

発
に
向
け
た
事
業
を
起
こ
す

べ
き
で
は
。

答
（
町
長
）
原
子
力
関

連
産
業
を
核
と
し
て
、

企
業
誘
致
や
産
業
等
の
創
設

は
町
と
し
て
重
要
な
案
件
で

あ
り
、
今
後
、
情
報
を
収
集

し
て
十
分
な
分
析
を
行
い
た

い
。公

務
員
の
人
事
評
価

の
現
状
と
新
制
度
導

入
に
対
す
る
考
え
方

は総
務
課
長 

現
行
制
度

は
何
ら
不
具
合
は
な
く

新
制
度
に
も
十
分
水

準
を
満
た
し
て
い
る

問
現
行
の
評
価
項
目
の

中
で
「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
」
と
「
法
令
順
守
」
は

守
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）
職
員

の
自
己
申
告
制
度
等

で
十
分
守
ら
れ
て
い
る
。

問
新
人
事
評
価
制
度
の

導
入
は
、
役
場
に
成

果
主
義
が
取
り
入
れ
ら
れ
、

職
階
制
の
廃
止
や
分
限
方
針

が
強
化
さ
れ
る
の
で
は
。

答
（
総
務
課
長
）
職
員

の
能
力
開
発
と
育
成

の
た
め
導
入
し
て
い
る
の
で
、

新
制
度
の
要
求
水
準
も
満
た

し
、
有
効
に
機
能
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問
副
町
長
人
事
や
課
長

補
佐
・
現
場
の
公
民

館
長
等
が
2
ヵ
月
間
不
在
だ

が
、
こ
れ
は
異
常
な
事
態
で

は
。答

（
町
長
）
町
長
着
任

以
来
こ
れ
ら
人
事
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、

指
摘
を
真
摯
に
受
け
止
め
て

早
急
に
取
り
組
み
た
い
。

人
口
減
少
に
対
す
る

目
標
人
口
対
策
は

町
長 

こ
れ
ま
で
の

地
道
な
取
り
組
み
が

推
計
人
口
の
増
に
成

果
を
上
げ
て
い
る

問
平
成
29
年
に
総
人
口

７
４
０
０
人
と
し
た

長
期
総
合
計
画
人
口
は
、
過

去
の
目
標
1
万
人
に
対
し
て

消
極
的
だ
。

答
（
町
長
）
第
一
次
総

合
計
画
で
は
、
平
成

27
年
度
に
７
７
０
０
人
と
推

計
し
、
人
口
推
移
は
合
併
時

９
１
９
８
人
を
最
高
に
、
本

年
6
月
に
は
８
６
６
０
人
で

あ
る
。
今
後
は
、
予
測
さ
れ

る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
住
宅
団
地
造
成

や
若
者
の
定
住
・
新
た
な
雇

用
の
場
の
産
業
団
地
造
成
計

画
に
着
手
し
た
い
。

　

総
合
計
画
の
策
定
時
期
の

前
倒
し
も
検
討
す
る
時
期
に

き
て
い
る
。

問
現
行
の
福
祉
政
策
の

充
実
の
た
め
の
規
制

緩
和
や
、
少
子
化
・
高
齢
化

対
策
と
し
て
の
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
を
創
設
す
べ
き
で
は
。

答
（
住
民
福
祉
課
長
）

本
町
に
よ
り
多
く
の

方
が
定
住
す
る
た
め
、
既
存

の
制
度
拡
充
や
、
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
創
設
な
ど
多
様
化
す

る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
住
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
対
処
し
て

い
き
た
い
。

福井県「エネルギー成長戦略特区」より抜粋
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町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！



今
夏
の
需
給
見
通
し
や
運

転
差
し
止
め
判
決
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
る

■
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

﹇
期　

日
﹈　

平
成
26
年
6
月
13
日

﹇
場　

所
﹈　

関
西
電
力
㈱ 

大
飯
発
電
所

 

　

他

﹇
参
加
者
﹈　

委
員
13
名

﹇
内　

容
﹈

関
西
電
力
㈱ 

大
飯
発
電
所
構
内
の

安
全
対
策
実
施
状
況
に
つ
い
て
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
者
か
ら
今
夏
の
需
給
見

通
し
や
運
転
差
し
止
め
判
決
後
の
対

応
、
発
電
所
運
営
状
況
や
新
規
制
基
準

対
応
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

◆
事
業
者
か
ら
の
報
告

① 　

新
規
制
基
準
の
対
応
と
し
て
、

基
準
地
震
動
見
直
し
に
伴
う
耐
震

安
全
評
価
を
進
め
る
。

② 　

今
夏
の
需
給
見
通
し
等
に
つ
い

て
は
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
他

社
か
ら
の
応
援
融
通
で
何
と
か
乗

り
越
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

③ 　

運
転
差
し
止
め
の
判
決
を
受

け
、
た
だ
ち
に
高
等
裁
判
所
に
控

訴
し
た
。

④ 　

免
振
事
務
棟
は
平
成
27
年
に
完

成
さ
せ
た
い
。

委

員

会

活

動

報

告

Report
リポート

■ 

今
回
は
土
・
日

曜
日
の
午
前
に

開
催
！

お
お
い
町
議
会
で

は
、
町
民
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
議
会

の
運
営
改
善
と
政
策

立
案
に
生
か
す
た

め
、
ま
た
、
町
民
に

開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
た
め
議
会
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。

﹇
内 

容
﹈

　

① 

町
議
会
の
活
動

報
告

　

②
意
見
交
換

平
成
26
年
8
月
2
日
㈯

10
時
00
分
〜
12
時
00
分

﹇
場
所
﹈【
2
会
場
】

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー 

（
本
郷
）

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー （
名
田
庄
）

平
成
26
年
8
月
3
日
㈰

10
時
00
分
〜
12
時
00
分

﹇
場
所
﹈【
2
会
場
】

は
ま
か
ぜ
交
流
セ
ン
タ
ー 
（
大
島
）

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー （
佐
分
利
）

第
8
回
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

海水ポンプの竜巻対策

議会と話そう!意
見
交
換
テ
ー
マ

一
．
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

〜
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
重
要
か
〜

一
．
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
場
の
確
保
に
つ
い
て

「
産
業
」は
、農
林
漁
業
、製
造
業
、建
設
業
、商
業
な
ど
の
総
称
で
す
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活
動
・
研
修
報
告



　出荷者の生産意欲を高める研修や指導を行
い、多品種の栽培や増産に取り組む。

2年目の来館者は
31万人、売上1億5500万円

　新たな産業団地の可能性事前調査を実施し
ていく必要があると考えている。

事業化の可能性を
検討していく

1年前の
一般質問

　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後どのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。
　今回は、平成25年6月定例会からピックアップしました。

　今年度から4ヵ年程度かけて事業計画策定
ならびに調査、設計にかかる。

産業団地造成計画を
策定する

どうなった?

　県が進める嶺南地域への企業団地造成支援
事業を活用しないのか。 （今川 直樹 議員）

企業団地造成に
取り組むべきである

　地産地消の定着と拡大を図り、集落の地域
力を高めるべきである。 （猿橋 啓一 議員）

道の駅「うみんぴあ大飯」
の賑わい状況は

　2ヵ所の直売所を最大限に活用するシステ
ムづくりが重要な課題。関係機関と連携を図
りながら取り組んでいく。

うみんぴあ大飯や名田
庄で定着、拡大を図る

町長答弁

農林水産振興課長答弁

道の駅「うみんぴあ大飯」

どうなった?

No.34おおい町議会だより1 5

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
の
？



　おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
　次回の定例会は9月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-1111 内線312）までお問い合わせください。

【
編
集
後
記
】

去
る
5
月
21
日
、
福
井
地
裁

に
お
い
て
「
大
飯
発
電
所
3
号

機
及
び
4
号
機
の
原
子
炉
を
運

転
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
の
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

司
法
の
判
断
に
対
し
て
コ
メ

ン
ト
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
果
た
し
て

科
学
的
な
調
査
と
徹
底
し
た
議

論
・
検
討
の
上
に
立
っ
た
判
断

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
町
の
行
財
政
の
面
か
ら
も
、

町
民
の
経
済
活
動
、
な
か
ん
ず

く
日
々
の
生
活
の
面
か
ら
も
重

大
な
関
心
事
で
上
級
審
の
判
断

を
見
守
り
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
6
月
議
会
定
例
会
は

補
正
予
算
を
は
じ
め
、
副
町
長

選
任
同
意
等
の
重
要
案
件
を
審

議
し
て
６
月
24
日
に
閉
会
し
ま

し
た
。

い
よ
い
よ
、
中
塚
町
長
の
本

格
的
な
町
政
執
行
体
制
が
布
か

れ
、
懸
案
の
山
積
す
る
中
、「
今

を
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」、「
将
来
に
、
夢
の
ひ

ろ
が
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
展
開

さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
大
い

に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

（
浜
上　

記
）

議会の傍聴に来てみませんか

会　期：9月2日から26日まで（25日間）
本会議：2日（議案提案理由説明）、11日（一般質問）、26日（採決）
委員会：総務・産業建設委員会（4日）、予算決算委員会（2日・16日・17日）、原子力委員会（19日）

9月定例会
の予定

　大飯図書館のボランティア活動をしている「もこもこふ
わふわ」というサークルをご紹介します。

2009年に結成され、子ども達に楽しくお話に
親しんでもらおうと、布で絵本やおもちゃの制作

をしています。「ももたろう」や「みにくいあひるの子」
などの絵本をはじめ、絵本に登場する主人公や動物の可愛
いおもちゃなどの作品は、図書館の特設コーナーに常設し
てあります。誰でも自由に手に取って遊べるようになって
います。絵本と違い、大きくて手触りも良く、喜ばれてい
るそうです。おもちゃが気に入り離さない時は、図書のよ
うに貸し出しもしています。
「もこもこふわふわ」には読み聞かせ部門があり、学校や
図書館などの公共施設で「お話し会」を開催して、読書活動
の推進に貢献されています。
他にもクリスマスコンサートでの演奏や、夏休み工作教

室のお手伝いなどで図書館活動には欠かせない存在となっ
ています。
子どもが好きな人、手芸が得意な人などで興味のある方

は、一度図書館に問い合わせてみてください。

・大飯図書館　TEL 77-2820
 （森口 記）

一 緒に作りませんか

県内トップを切って南川でも6月7日に鮎釣
りが解禁となりました。今日は下野さんと一年
越しの約束となっていた友釣りに同行させてい
ただきました。落ち合う場所は中名田橋の下で
す。河原に降りると川幅は優に100mを越える
程の広さです。昨年の台風の影響で流れがすっ
かり変わったそうです。
京阪神のナンバーを付けた車がたくさん止まっていま

す。解禁を待ちかねて早朝から見えているのでしょう。
太公望達は一心にサオ先に集中しています。しばらく見
ていると釣り人の表情に一瞬緊張が走りました。糸がピ
ンと張りサオがしなりました。まるで燕返しのようにサ
オを返すと、水中から白く光る鮎が飛び出し、タモに吸
い込まれました。釣れた瞬間です。
下野さんは福祉の仕事に就いておられますが、
鮎釣りの時だけは全てから解放されるとおっしゃ
います。車には道具が積んであり、仕事帰りに川に入るこ
ともよくあるそうです。
大きさは14cm位とやや小ぶりですが、釣果はまずまず

だそうです。「豊富なコケを食べてこれから大きくなるんで
すよ」下野さんは若鮎のように輝いていました。
 （森口 記）

下野　茂樹 さん名田庄井上

代表　松宮 初美 さんもこもこふわふわ

サ  オがしなり鮎が舞う

　大飯図
わふわ

ってってってっててててていまいままままいまま
でしでししししょうょょょょょうょょう。。。。
ばばばばらくらくらくく見見
糸がピピ
よようにサ
タモに吸

が、
ゃ
川に入るこ
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